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古紙パルプ配合率
70％再生紙を使用
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市 協民の安全・安心を守るため 働のまちづくり
小型動力ポンプ付積載車を更新（荘川・国府） 強

きょう

靭
じん

化
か

大賞で最優秀賞を受賞

さらに充実 ふるさと納税お礼の品
　ご寄附いただいた市外の方には、ご寄附の金額に応じて
カタログの中からお礼の品を選んでいただきます。
　今年度は、市内事業者か
らご提案いただいた189品
を取り揃えています（昨年度
の約1.5倍）。
　市ホームページにカタログ
を掲載していますのでご覧
ください。

市 姉民の健康維持・増進のため 妹都市デンバーとの友好の架け橋
大塚製薬と協定を締結 キミコ・サイドさんに国際親善特別来賓証

　市民の健康維持・増進を図るため、市は大塚製薬株式会社
（名古屋支店長吉

よし

田
だ

雅
まさ

郎
お

さん㊧、顧問池
いけ

田
だ

大
だい

治
じ

さん㊨）と3
月28日、「健康づくりにおける連携協力に関する協定」を締
結しました。
　大塚製薬㈱からは、これまでも飛驒高山ウルトラマラソン
での飲料提供などのご協力をいただいていましたが、今回の
協定により、スポーツや健康づくり、青少年育成、災害対応
などさまざまな分野でご協力いただけることになりました。

　姉妹都市米国デンバー市のキミコ・サイドさん夫婦の歓迎
式が3月22日、市役所で行われました。
　キミコさんは、1993年以降、デンバー高山姉妹都市委員長
などを歴任され、文化や産業、医療など幅広い分野での当市
とデンバー市との友好交流に尽力いただいています。
　式では、國島市長より国際親善特別来賓証が贈呈される
と、キミコさんは「これからも両市の発展のため尽くします」
と話されました。

　小型動力ポンプ付積載車の更新に伴う消防団への車両受渡
式が３月30日㈬に行われ、荘川支団の野々俣班、国府支団の
糠塚班にそれぞれ配備されました。
　受渡式で野

の

畑
ばた

国
くにひさ

久消防団長は、「新しい車両及びポンプ操作
を熟知し、有事の際に万全を期すとともに、地域防災の要として
地域住民の負託に応えるべく活躍を期待する」と訓示しました。
　市では今後も計画的に車両の整備を進めます。

　強靭な地域づくりや産業づくりなど、強くてしなやかな国
づくりの先進的な活動を称える「ジャパン・レジリエンス・ア
ワード（強靭化大賞）2016」で、高山市の「協働のまちづく
り」が最優秀レジリエンス賞に選ばれました。
　同大賞には企業や団体から242件の応募があり、最優秀
賞は26団体が受賞しました。
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消防団への車両受渡式(荘川支所前にて)


